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第２学年 算数科学習指導案
（ ）日 時 平成１７年６月２４日 金

対 象 男５名 女５名 計１０名

指導者 伊 東 美 紀 子

１．単元名 「かくれた数はいくつ」 （４時間）

２．単元の目標
・線分図（テープ図）のよさに気づき、問題解決の際にすすんで用いようとする。

（関心・意欲・態度）

・逆思考を必要とする問題について、数量の関係を線分図（テープ図）をもとに考えること

ができる。 （数学的な考え方）

・数量の関係を線分図（テープ図）に表すことができる。 （表現・処理）

・加法や減法の用いられる場について理解する。 （知識・理解）

３．単元について
（１）指導要領との関連

第２学年目標（１）具体物を用い活動などを通して、数についての感覚を豊かにする。

数の意味や表し方について理解を深めるとともに、加法及び減法に

ついての理解を深め、用いることができるようにする。また、乗法

の意味を理解し、その計算の仕方を考え、用いることができるよう

にする。

内容 Ａ 数と計算

（ ） 、 。２ 加法及び減法についての理解を深め それらを用いる能力を伸ばす

ア 加法と減法の相互関係について

（２）単元の系統性

１年 おおいほう すくないほう

・求大・求小の問題

２年 かくれた数は いくつ

・加減の逆思考の問題

ちがいを みて

・減法の逆思考の問題

３年 かくれた数は いくつ

・乗除の逆思考の問題
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（３）単元観

児童は、これまでに事象が起こった順に考えて解く順思考の加減の問題について学習し

てきている。ここでは、場面を逆に考えていって解決する逆思考について学習する。逆思

考の問題は、児童に論理的に考える力を育てるのに適したものである。

加減の逆思考の類型は、□＋ａ＝ｂ，ａ＋□＝ｂ，□－ａ＝ｂ，ａ－□＝ｂの４種類で

ある。場面としては、増加、合併、求残、求差などがあるが、ここでは、増加と求残を扱

う。

、 。逆思考の問題は 事前調査の結果からみても児童にとってかなり抵抗がある問題である

そこで、演算が加法になって、線分図でもとらえやすい「減少する数量と残った数量がわ

かっていて、全体の量を求める問題」から扱うようにして、児童の逆思考への抵抗感を減

らしていきたい。

数量の関係を考えていく時、手立てになるものとして線分図がある。また、文章問題を

解くときでも有力な手助けとなる。児童は、おはじきやブロックなど半具体物を用いて、

数量の関係をとらえてきているが、線分図の学習は、本単元が初めてである。

問題の中の要素を線分に置き換えることは、具体的なものや場面を分かりやすく整理す

ることではあるが、児童にとってかなり難しいことであると思われる。そこで、線分図の

。 、 、指導は段階を追ってていねいに進めていきたい 数量関係を線分図に表すことは 今後

文章問題を解決していく上で手助けとなるものであるから、大事に扱っていきたい。

５．指導計画（４時間）

小単元 時 目標 学習活動 おもな評価規準

１ ・数量の関係をブロッ ・問題文から、ブロックを操作 ○残った数と減った数を表

クを使って表すこと して数量の関係を表し 「は ブロックを使って表す、

ができる。 じめの数」を求める。 ことができる。

・減る前の数を求める （求残の逆） ○ブロックを操作して逆考

逆思考の問題を解く 思考の問題を解くこと

ことができる。 ができる。

２ ・テープ図について理 ・問題文から、数量の関係をブ ○問題場面をテープ図で表

解する。 ロック、ブロックを並べた帯 表すことができる。

・増える前の数を求め 図 テープ図と順に表し は ○テープ図をもとに逆思、 、「 考

る逆思考の問題を解 じめの数」を求める。 考の問題を解くことが

くことができる。 （増加の逆） できる。

３ ・数量の関係をテープ ・問題文から、数量のの関係を ○数量の関係をテープ図表

図に表すことができ テープ図にかき へった数 に表すことができる。、「 」

る。 を求める。 ○テープ図をもとに逆思考

・減った数を求める逆 （求残の逆） 考の問題を解くことが

思考の問題を解くこ できる。

とができる。

４ ・テープ図を問題解決 ・問題文から、数量の関係をテ ○テープ図を用いて問題関
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に進んで用いようと ープ図にかき 「ふえた数」 を考えようとする。、

本 する。 を求める。 ○テープ図をもとに逆思考

時 ・増えた数を求める逆 （増加の逆） 考の問題を解くことが

思考の問題を解くこ できる。

とができる。

６．研究主題との関連

キラキラと生命輝く 健康でたくましい子どもの育成
～一人ひとりの健康課題解決をめざす健康教育を通して～

研究仮説

教育活動全体において、健康課題を解決させるための支援を工夫した授業づくりをす

ることによって、自ら課題を見つけ、課題解決に取り組む子どもが育つ。

数量の関係を線分図に表して文章問題を解いていく力は、学んだことをもとに自分の生活

に役立てていく力となっていくと考えられる。このことは、自分の置かれた状況を判断して

いく「生きる力」につながっていくものである。児童が自力解決することで、自信を持って

課題に取り組んでいけるような支援を工夫していきたい。そして、論理的な考え方の基本と

なる本単元での指導を大事にして、文章問題への抵抗感を取り除いていきたい。

導入を工夫することで問題に関心を持たせたり、学習課題を明確にして解決の方向性を持

たせたりすることで進んで学習に取り組んでいくことができると考える 「最後まであきら。

めない 「できるようになるまで続ける」気持ちで物事に取り組むことを課題として上げて」

いる児童が多いので、算数の学習でも自力解決できるような支援を工夫したい。

７．本時の学習 (4/４時間)
（ ）目 標1

・線分図（テープ図）を問題解決に進んで用いようとする （関心・意欲・態度）。

（ ） 、 。・増えた数を求める逆思考の問題を線分図 テ－プ図 にかいて考え 解くことができる

（数学的な考え方）

・学習に意欲的に取り組み、課題を自力解決できる （健康課題から）。

（ ）展 開2

段階 学 習 活 動 教師の支援・留意点 ○ 評 価

つ まほうのトマトが きのう ８こ 赤くなっていました。

けさは ２５こに なっています。

か なんこ ふえましたか。

む ．問題文を読んで、場面を把 ・どんな様子なのかを話し合わせ ○問 題 に自 分 で取1 関

握する。 て、場面を把握させる。 り 組 もう とし て
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５ ・わかっていること ・増えた数を求めることをおさえ いるか （発表）。

分 きのう８こ赤くなっていた。 る。

けさは ２５こなった。

・きいていること ・前時までの学習から、テープ図

なんこ ふえたか。 をかいて考えることを児童から

出させるようにする。

．本時の課題を把握する。2

テープ図をかいて かんがえよう。

考

．テープ図をかき、数量の関 ・①きのうのかず８こ3
え 係を表す。 ②ふえたかず□こ

・問題文の言葉を関係がつかみ ③ぜんぶのかず２５こに置き換

、 。る やすい言葉に置き換えて考え て 順にかくように指示する

る。 ・ノートにかかせるが、机間指導

１５ ①８こ ②□こ して、必要であればヒントを与

分 える。

③ぜんぶで２５こ ・８と２５をつなげてかくことも

確 ．テープ図が問題とあってい 考えられるので、机間指導で８4
るか、確かめる。 と増えた分を合わせて２５こで

か ．立式して、答えを求める。 あることをおさえる。5
２５－８＝１７

め １７こ

．テ－プ図のよさについて話 ・テープ図について気がついたこ ○テ ー プ図 の よさ6 関

る し合う。 とやいいと思ったことを発表さ が わ かり 、進 ん

・どんな問題かわかりやすい。 せて、まとめる。 で 問 題解 決に 用

１５ ・式があっているかどうか確か い よ うと して い

分 められる。 るか （発表）。

・式を作りやすい。

ま

テープ図をかくと ・かずのかんけいがわかる。

と ・しきが立てやすい。

め ．練習問題を解く。 ○数 量 の関 係 をテ7 考

、・鳥が９わ木にとまっていまし ・前の問題と似ているところをと ープ図にかいて

１０ た。そこへあたらしく鳥がとん らえさせる。 解 く こと がで き

分 できたので、ぜんぶで２１わに ・テープ図なし、テープ図ありの るか。

なりました。 プリントを用意して、児童に選 （プリント）

なんば きましたか。 ばさせる。

①９わ ②きた数□わ

③ぜんぶの数２１わ

２１－９＝１２ １２わ ・自己評価させる。
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板書計画》

テープ図をかいて かんがえよ

う

まほうのトマトが きのう

８こ 赤くなっていました。 ①８こ ②□こ ・数のかんけいがわ？

けさは ２５こに なっています かる。

なんこ ふえましたか。 ③２５こ ・しきが立てやすい

・なんのもんだいか

しき ２５－８＝１７ わかる。

こ た え １ ７こ・き の う のか ず ８ こ・ぜ ん ぶ のか ず ２ ５ こ・ふ え た かず □ こ？


